
私は、大阪維新の会 大阪市会議員団を代表し、ただいま上程され

ました議員提出議案第 4 号、大阪市会議員定数および各選挙区選出

数に関する条例の一部を改正する条例案について、提出者を代表し

て提案主旨をご説明申し上げます。 

 

平成２３年に行われた大阪市会議員選挙で私たちが議席をお預かり

して以来、大阪維新の会市会議員団としましては４度の議員定数改

正案を提出してまいりました。 

残念ながら、その案はここにいらっしゃる皆様の理解を得ることは

できず、廃案となってきました。 

 

今回が、今任期におきまして提案できる最後のチャンスとなります。 

 

私たちが、次の選挙まで一か月を切った中でこの案を提案させてい

ただくのは、報酬と定数という議員でしかできない改革において、

まずは率先しておこなう必要があるのではないかと言うことです。 

厳しい財政状況の中で、市民負担と私たち公選職の待遇は常にバラ

ンスされなければなりません。 

今回、報酬におきまして現状との比較で若干の減額を提案されてい

るのは、やはり市民の皆様にこのままでは説明を尽くせないという



ことではないのでしょうか。 

定数も同様であると考えます。 

本市の厳しい財政状況の中、「身を切る改革」は今後の市政改革を進

めて行くためにも必要であります。 

国に目を向けると、国会議員定数では平成２４年に公の場で約束し

た「０増５減」の約束が未だ果たされないでおります。 

いま政治を取り巻く環境の中で、我々に向けられている不満・不信

のひとつに「実行力」があります。 

議員だけで決められる改革でさえ進められないのであれば、政治不

信が起こるのも必然と思います。 

 

今回の提案は今任期で私たちが提出した案で最低の６５人でありま

す。 

この６５人という定数は、以前我が会派が提案した数字とは違いま

すが、平成２３年の統一地方選挙において、公明党さんマニフェス

トとして公明党大阪府本部のホームページに記載されている定数案

に揃えさせていただきました。 

また、先日の報道によりますと総合区案とともに同じ６５人という

定数を提案されると聞きました。 



まさに市民の皆様に向いた大変真摯な提案だと感じています。 

この定数削減を今こそ実行に移さなければなりません。 

この４月の選挙からという大変タイトなスケジュールになりますが、

川崎市では前回の統一地方選挙の時、３月に定数削減を実現されて

おります。私たちにもできない訳ではありません。これからも住民

の気もちを汲み、住民と寄り添う市政運営を行うためにも自分自身

に厳しいこの定数削減案にご賛同いただきたく、お願いを申し上げ

趣旨説明とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 


